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問�

　
『
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
（
Ｈ
28
～
Ｈ
37
）』

に
よ
る
と
、
市
の
保
有
す

る
施
設
は
３
５
８
箇
所
、

市
民
一
人
当
た
り
の
床
面

積
は
全
国
平
均
の
１
・
９

４
倍
。
４
割
を
超
え
る
建

物
が
整
備
後
30
年
以
上
を

経
過
し
た
。
全
て
を
更
新

す
る
と
仮
定
す
る
と
、
10

年
間
で
約
５
６
０
億
円
と

い
う
膨
大
な
負
担
が
試
算

さ
れ
て
い
る
。

　

ハ
コ
モ
ノ
施
設
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
認
識
を

お
持
ち
か
。

答�

　

そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
合

理
的
な
理
由
が
あ
り
、
ハ

コ
モ
ノ
を
整
備
し
て
き
た

経
緯
が
あ
る
。
し
か
し
、

人
口
減
少
と
い
う
急
流
の

な
か
、
公
共
施
設
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
る
時
代
に
な

っ
た
。

　

現
在
は
個
別
施
設
計
画

の
策
定
を
急
い
で
い
る
段

階
で
あ
る
。
優
先
順
位
を

見
極
め
な
が
ら
使
え
る
も

の
は
使
う
。
解
体
す
べ
き

も
の
は
解
体
す
る
。
あ
る

い
は
長
寿
命
化
と
い
う
判

断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
一
方
、
健
全
財
政

５
カ
年
計
画
と
の
連
動
も

図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

い
よ
い
よ
計
画
を
実
行

に
移
す
タ
イ
ミ
ン
グ
に
入

っ
た
と
い
う
事
を
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問�

　
「
利
用
状
況
の
芳
し
く

な
い
施
設
及
び
機
能
が
重

複
し
て
い
る
施
設
は
、
他

施
設
と
の
複
合
化
及
び
用

途
廃
止
等
を
検
討
す
る
。」

と
い
う
、
統
合
・
廃
止
の

推
進
方
針
を
打
ち
出
し
、

「
少
な
く
と
も
３
割
（
約

85
箇
所
）
の
建
物
に
つ
い

て
、他
施
設
と
の
統
合
・
廃

止
等
の
見
直
し
策
を
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。」

と
い
う
具
体
的
な
数
値
目

標
を
設
定
し
た
。

　

こ
の
難
し
い
課
題
を
ど

の
よ
う
な
方
策
で
解
決
に

導
い
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
の
か
。

答�

　

不
要
不
急
の
も
の
に
は

コ
ス
ト
を
か
け
な
い
。
厳

し
い
視
点
を
持
ち
な
が
ら

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

地
域
事
情
な
ど
公
共
施

設
の
さ
ま
ざ
ま
な
あ
り
方

を
整
理
し
な
が
ら
、
市
民

の
合
意
・
納
得
を
い
た
だ

き
対
応
し
て
い
く
こ
と
に

尽
き
る
。
計
画
を
進
め
る

う
え
で
は
、
丁
寧
な
事
前

説
明
や
詳
細
な
情
報
提
供

を
す
る
こ
と
で
「
突
如
話

が
き
て
、
結
論
あ
り
き
だ

っ
た
」
い
う
こ
と
の
無
い

よ
う
充
分
に
留
意
し
た
い
。

余
剰
の
ハ
コ
モ
ノ
は

　
　
財
政
を
脅
か
す

将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い
た
め
に

　
　
少
な
く
と
も
３
割
を
減
ら
す

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問�

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
・
救
急

救
命
の
各
専
門
職
の
方
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
よ
り
安
全
で
切
れ
目

の
な
い
診
療
や
介
護
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す
る

と
考
え
る
が
。

答�

　

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
よ
る
情
報
の

共
有
化
を
図
る
仕
組
み
、

体
制
整
備
に
努
力
し
た
い
。

問�

　

地
域
活
性
化
に
役
立
つ

生
活
に
密
着
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
に
つ
い
て
の
情
報

発
信
、
活
用
す
る
際
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
が
必

要
で
は
。

答�

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
活
用
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
体
制
は
重
要

で
あ
る
。
研
修
や
人
材
育

成
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
か
し

て
い
け
る
対
応
に
も
取
り

組
み
た
い
。
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
と
同
時
並
行
で
取
り
組

み
、
地
域
の
底
力
を
発
揮

し
、
安
心
安
全
な
生
活
環

境
を
確
保
す
る
仕
組
み
に

も
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ク
ラ
ウ

ド
を
活
用
し
て
反
転
授
業

に
取
り
組
む
学
校
が
あ

る
。
学
校
教
育
で
の
利
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答�

　

子
ど
も
達
に
と
っ
て
適

切
な
学
習
環
境
の
提
供
を

意
識
し
、
学
力
向
上
の
取

り
組
み
を
進
め
る
上
で
の

効
果
な
ど
を
検
証
し
な
が

ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

W
i -Fi

（
ワ
イ
・
フ
ァ
イ
）

の
整
備
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

※�

反
転
授
業
：
授
業
と
宿
題
の

役
割
を
反
転
さ
せ
る
学
習
方

法
。
家
庭
で
授
業
の
予
習
を

し
、
授
業
で
は
応
用
問
題
を

解
い
た
り
、
生
徒
同
士
で
意

見
を
述
べ
合
っ
た
り
、
教
え

合
う
取
り
組
み
。

問�

　

教
職
員
の
皆
さ
ん
が
力

を
発
揮
で
き
る
環
境
が
重

要
で
あ
る
。
部
活
指
導
員

や
専
門
ス
タ
ッ
フ
、
地
域

住
民
と
の
連
携
・
協
働
を

深
め
、「
チ
ー
ム
学
校
」

と
し
て
複
雑
化
・
多
様
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
る

環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き

で
は
。

答�

　

地
域
と
一
体
と
な
っ
た

遠
野
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
緊
密
な
連
携
を

図
る
こ
と
で
、
教
員
が
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
を

確
保
し
、
学
校
と
地
域
が

良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
校

長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

下
、
学
校
内
の
人
材
の
み

な
ら
ず
、
地
域
住
民
や
社

会
教
育
団
体
な
ど
の
学
校

外
の
人
材
に
も
協
力
い
た

だ
き
、
子
ど
も
達
が
、
の

び
の
び
と
資
質
・
能
力
を

伸
ば
し
て
い
く
こ
と
の
で

き
る
教
育
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。

小林 立栄  議員
（無会派）

Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
で

市
民
福
祉
の
向
上
を

チ
ー
ム
学
校
と
し
て 

複
雑
化・多
様
化

す
る
課
題
に
対
応
で
き
る
環
境
整
備
を

一問一答方式

その他の質問

◦�遠野駅舎の利活用について
◦�エシカル消費（倫理的消費）
について

地
域
と
一
体
で　
教
職
員
の

皆
さ
ん
が
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
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【 建物保有面積の推移 】 【 年度別更新費用見込み 】

【 年代別人口の見通し 】

【 歳入歳出の見込み 】

157,341 

160,787 
178,516 

198,256 223,603 

252,872 
279,530 

0

50,000

100,000

150,000
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250,000

300,000

S59 H１ H6 H11 H16 H21 H26

年度末保有面積(㎡)

49.0 
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50.0 
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129.0 

33.0 
44.0 51.0 

42.0 
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0
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40
60
80

100
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140

H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37

年度別更新費用(億円） 投資的経費平均(億円）

33,898 31,402 
27,519 

23,291 
19,485 

5,470 3,889 2,903 2,230 1,811 

20,663 17,388 
14,183 

11,163 9,224 7,765 10,125 
10,433 9,898 8,450 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

H7 H17 H27 H37 H47
合計 0～14歳 15～64歳 65歳以上(人）

236
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233
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27 28 28 29 29 30 
0

100

200

300

H27 H28 H29 H30 H31 H32
歳入 歳出

歳入のうち地方交付税 歳出のうち扶助費(億円)

【 市の保有する主な施設 】

・施設数 建物 箇所・ 棟

・建物の総床面積 ㎡

・一人あたり面積 ㎡（全国平均の 倍）

＊ 割を超える建物が整備後 年以上経過

・道路延長 ・上下水道延長

【 莫大な更新費用 】

・総ての建物を更新する場合 億円必要

・計画期間（ ～ ）に限定すると

既耐用年数経過分 億円

～ 耐用年数到来分 億円

毎年の負担額 億円 ＞ 投資的経費平均 億円

【 総ての年代が減少の見込み 】 
・年少人口 １０年後 ％減、 年後 ％減

・生産年齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

・高齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

→ 総ての年代の人口減少 ＝ 施設の利用需要減

・・ 公共施設マネジメントの必要性

○ 増え続けた施設と莫大な更新費用 

○ 人口減少による利用需要の変化

○ 増加する行政コストと不足する財源

○ 人口減少による利用需要の変化 

【 地方交付税の減と扶助費の増 】 
・歳入：地方交付税 ５年後 ％減

・歳出：義務的経費（人件費・扶助費・公債費）

５年後 ％減

うち扶助費 〃 ％増

財政の硬直化 → 遠野ならではの政策実現が困難に

公共施設を取り巻く未来を安心・安全なものとし、より良い行政サービスを持続するために

○ 施設整備更新に関する３つの柱

○ 施設の維持管理に関する７つの方針

○ 計画推進スケジュール

◇ 永く親しまれる施設づくり ・・ 適正な維持管理、計画的な改修及び長寿命化

◇ 今あるものを賢く使う ・・ 利用需要を見据えた複合化、集約化及び機能転換

◇ 市民と財政に優しい施設づくり・・ ユニバーサルデザイン及び維持管理コストをふまえた検討

◇ 計画期間 ： 平成 年度から平成 年度までの 年間

◇ 対象とする公共施設 ： 市保有の建物施設（ 箇所、 棟）及び都市基盤施設

＊一部建物（延床面積 ㎡未満の施設、壁のない建築物 ｱｰｹｰﾄﾞ･単独の四阿 、単独の倉庫等）を除く。

【 点検・診断等 】

適切な法定点検・定期点検・

日常点検の実施及びデータに

基づく予防保全

【 安全確保 】

危険施設の保全措置または

供用廃止措置及び計画的な

除却処分

【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進

平成 年度～

・計画のブラッシュアップ

・施設類型別計画策定

平成 年度～

・計画に基づく除却・長寿命化等

平成 年度～

・計画進捗状況の

評価・公表
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【 市の保有する主な施設 】

・施設数 建物 箇所・ 棟

・建物の総床面積 ㎡

・一人あたり面積 ㎡（全国平均の 倍）

＊ 割を超える建物が整備後 年以上経過

・道路延長 ・上下水道延長

【 莫大な更新費用 】

・総ての建物を更新する場合 億円必要

・計画期間（ ～ ）に限定すると

既耐用年数経過分 億円

～ 耐用年数到来分 億円

毎年の負担額 億円 ＞ 投資的経費平均 億円

【 総ての年代が減少の見込み 】 
・年少人口 １０年後 ％減、 年後 ％減

・生産年齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

・高齢人口 〃 ％減、 年後 ％減

→ 総ての年代の人口減少 ＝ 施設の利用需要減

・・ 公共施設マネジメントの必要性

○ 増え続けた施設と莫大な更新費用 

○ 人口減少による利用需要の変化

○ 増加する行政コストと不足する財源

○ 人口減少による利用需要の変化 

【 地方交付税の減と扶助費の増 】 
・歳入：地方交付税 ５年後 ％減

・歳出：義務的経費（人件費・扶助費・公債費）

５年後 ％減

うち扶助費 〃 ％増

財政の硬直化 → 遠野ならではの政策実現が困難に

公共施設を取り巻く未来を安心・安全なものとし、より良い行政サービスを持続するために

○ 施設整備更新に関する３つの柱

○ 施設の維持管理に関する７つの方針

○ 計画推進スケジュール

◇ 永く親しまれる施設づくり ・・ 適正な維持管理、計画的な改修及び長寿命化

◇ 今あるものを賢く使う ・・ 利用需要を見据えた複合化、集約化及び機能転換

◇ 市民と財政に優しい施設づくり・・ ユニバーサルデザイン及び維持管理コストをふまえた検討

◇ 計画期間 ： 平成 年度から平成 年度までの 年間

◇ 対象とする公共施設 ： 市保有の建物施設（ 箇所、 棟）及び都市基盤施設

＊一部建物（延床面積 ㎡未満の施設、壁のない建築物 ｱｰｹｰﾄﾞ･単独の四阿 、単独の倉庫等）を除く。

【 点検・診断等 】

適切な法定点検・定期点検・

日常点検の実施及びデータに

基づく予防保全

【 安全確保 】

危険施設の保全措置または

供用廃止措置及び計画的な

除却処分

【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進

平成 年度～

・計画のブラッシュアップ

・施設類型別計画策定

平成 年度～

・計画に基づく除却・長寿命化等

平成 年度～

・計画進捗状況の

評価・公表

遠野市公共施設等総合管理計画 ＜概要版＞  
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基づく予防保全
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供用廃止措置及び計画的な
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【 維持・修繕・更新 】

ユニバーサルデザイン化、

維持管理コスト削減等を視野

に入れた、安全な施設づくり

【 耐震化点検・診断等 】

平常時・災害時等、総合的

な視点からの優先順位付けに

よる耐震化

【 長寿命化 】

公共施設ロングライフ事業

の活用と計画的な予防修繕に

よる施設の長寿命化

【 統合・廃止 】

施設の複合化・用途廃止の

検討及び遊休施設の賃貸・売

却

よる財源確保

【 管理体制の構築 】

・公有財産管理システムによる施設・修繕履歴等、情報の蓄積と共有

→ 計画的な予防保全措置

新地方公会計との連動による維持管理コスト評価及び経費削減策推進

平成 年度～

・計画のブラッシュアップ

・施設類型別計画策定

平成 年度～

・計画に基づく除却・長寿命化等

平成 年度～
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市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


